
子どもは「社会人」 
                                  校長 齋藤 伸夫 

 以前、アフリカのガーナから日本に来ていた方と一緒に授業をしたことが

あります。オーガスティン・アウニさんという方で、ガーナ共和国プアルグ

村出身の方です。アウニさんは、各国の大学を合格したのですが、「米百俵」

の故事で有名な小林虎三郎の教育観に共感していたため、日本の大学に進学

されたのち、長岡市の大学にお勤めされていました（故郷に学校を建てる活動な

どにも尽力され、長岡市の「米百俵賞」を受賞したり、当時ドキュメンタリー番組で取り上げられたりしていますので、

ご存じの方もいらっしゃるかもしれません）。 

ご縁があって、一緒に総合的な学習の時間の授業をさせていただくことになり、様々なお話を

させていただきました。その中で、特に印象に残っている言葉があります。 

 

 

 

 

 

 

衝撃的でした。まさに私自身が、「『社会人』と言えば大人のこと」だと捉えていたので、この

ときアウニさんに言われたことを２０年たった今でも忘れることができません。確かに手元の辞

書でも「社会人＝社会の一員としての個人」となっています。それ以来、子どもたちが「将来社

会の一員として生きていくには」という考え方から、『今、社会の一員として生きていくには』と

いう視点で教育活動に取り組んでいます。 

清里小学校では、日常的な学校生活や教育活動の中で次のことを大切にしています。 

◎自分の命も周りの命も大切にすること 

◎自分たちが地域や家族、みんなのためにできることを考え実行すること 

◎地域の方・家族・友達・教職員との日常的なあいさつ、丁寧な言葉遣いを大切にすること 

◎廊下は歩く、順番を守る、場所や道具の使い方など、みんなのルールを守ること 

先日の修学旅行も、「ふるさと清里の一員としてみんなのために

何ができるか」を学びの柱としました。また、「公の場所での行動の

仕方」についても経験を通して学んできました。 

 今後はさらに多様で複雑な社会の訪れが予想されます。それでも、

「みんなで幸せに生きる社会・みんなが幸せに生きる社会」を目指

すことは変わりません。学校・保護者・地域で一緒に子どもたちの

育ちを見守っていけたらと願っています。 

清里小学校だより                     令和４年７月１３日 

     

 

ガーナの国旗 

齋藤先生。私は、前から不思議に思っている日本語があります。 
それは、「社会人」という言葉です。 
日本で「社会人」というと、２０歳以上の成人のことか働いている人、つまり「大人」のこ
とを指しますよね。 
でも、小学生も「社会」で暮らしているんだから、子どもも「社会人」じゃないんですか。
日本では、子どもは社会の一員ではないのですか？ 

修学旅行で町おこしについて学ぶ６年生 



体験を通した「ふるさと」の学び～１学期の軌跡～ 

HP はこの QR コードから閲覧できます→ 

１年生 アサガオ＆サツマイモ 

１年生は５月にサツマイモを植

え、アサガオの種をまきました。「命

のアサガオ」について学んだ子ども

たちは、心を込めてお世話をしてい

ます。夏休みはおうちのご協力を得

ながら、花の観察や種取り、つるを

残すなどお世話は続きます。 

２年生 マイ野菜の栽培 

どの野菜にするかを決めて自分

の苗を購入してから、毎日の水や

りと観察を欠かさず行ってきた２年

生。変化を見逃さず、絵や言葉で

表したり、言葉で伝えたりしてきま

した。いよいよ収穫も始まり、畑に行

くのが一層楽しみになっています。 

３年生 ふるさと探検 

３年生は、清里のお宝を求めて

地域探検を繰り返しました。菅原

神社、隕石落下公園、坊ヶ池、京

ヶ岳、櫛池の大杉、星のふるさと館

などなど。活動ボランティアの方の

話を聞き、体験を通して、それぞれ

のよさを実感しました。 

４年生 自然探検 

 清里の「川の達人」から案内いただ

き、６月に櫛池川源流体験を行い、

川や森林の役割を考えた４年生。７

月には櫛池川・関川下流域を探検。

上、中流と下流の違いを調べました。

また、農業用水や工業用水として水

を活用することも学びました。 

５年生 稲文字活動 

 ５年生は、田植えの後、幾度とな

く足を運び、稲の成長を見つめて

きました。雑草はどうする？もっと

稲文字をアピールしたい！お米の

先生に聞いたり、農研センターに

出掛けたりして、自分たちの課題

解決に進んで取り組んでいます。 

６年生 地域おこし 

６月下旬、下越地方を中心に一

泊二日の修学旅行に行ってきた６

年生。様々な地域の特長や地域

おこしの活動に触れました。ふるさ

と清里のために自分たちに何がで

きるか、地域や自分の未来につい

て考えをふくらませています。 

夏季休業中も清里っ子の見守りをよろしくお願いします 

 保護者、地域の皆様には、日頃から子どもたちの登下校や生活の見守りをしていただき、

ありがとうございます。おかげで大きな事故やけがもなく、夏季休業を迎えようとしていま

す。夏季休業中においても、子どもたちの様子を十分に見守っていただき、生命に関わるこ

とや他人に迷惑のかかることは、望ましい言動を教えてくださいますようよろしくお願いします。 

 なお、８月７日（日）から１５日（月）まで、清里小学校では、教職員が不在になります。緊急の 

連絡（交通事故、入院・手術、コロナ関連など）がある場合は、下記の連絡先となります。 

０８０－７１８８－９０８１ 学校用緊急携帯（担当：教頭 新井） 

上記以外の平日は学校 528-4634、土日及び夜間は緊急携帯 080-7188-9081 へお願いします。 


